
取組事例紹介 

 

働き方改革応援レシピ     

 

運送も中継ぎが肝心です 

・中継地点を設け、そこで荷の引き渡しを行うことで、労働者は日帰りで会社に戻ることができるようにな  
 り、労働者が何泊も自宅を離れなければならないことがなくなった。 
・中継地点を同業他社で協力して運営することで、協力会社との情報共有を行うことができ、他社の業務効 
 率化事例などを取り入れることができた。 
・中継地点により、労働時間・拘束時間が削減され、36協定の上限を見直した※。 

従来まで、愛知県から東北までの輸送便を一人の労働者により実施していた。休息時間を考慮するとどうし
ても何泊もしなければならなかったため、労働時間削減のために中継センターを設立した。 

 運送業向け  

荷主と他の運送会社と協力して中継セン
ターを設立し、協力会社に荷を引き渡すこ
とで労働時間減少に成功した。 

業種：貨物運送業 従業員数：45名  

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！ 
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愛知県 東京 東北 

中継地点設立には荷主と協力会社
らが連携し、設立を行った。 

 そのほかの事例紹介、働き方改革の活用方法等については、 

「愛知県働き方改革推進支援センター（平成30年度実施機関：愛知県社会保険労務士会）」で相談を受け付けています。 

■ 本      部：名古屋市熱田区三本松町３－１             ☎０１２０－８６８６０４ 
                                                                             hatarakikata@aichi-sr.com 

■ 豊橋出張所：豊橋市花田町字石塚４２－１（豊橋商工会議所内）  ☎０８００－２００－５２６２ 
                                                                             hatarakikatatoyo@aichi-sr.com 
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～労働時間(残業)を短くする工夫～ 

トラックドライバーの長時間労働
が問題になっているけど、うちも
他人事ではないなぁ。 

当社のメインは愛知から東北への配送なんだ
けど、長距離だとどうしても拘束時間が長く
なるし、労働者への負担が大きいんだよ。 
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人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！ 

A社 B社 

お困りですね。 
長時間労働の原因はな
んでしょうか。 

それでは東京等の中間地点に配送センターを
設けて、輸送を中継してはどうでしょうか。 
中継地点については業界ぐるみで取り掛かる
ことも重要です。 
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※印部分：「AICHI WISH企業認定制度」 
「36協定上限引下げ★」に該当 


